（所定様式３）

年　　月　　日

国際連携等推進助成事業申請書　（外国人研究者招へい経費）

	申請者

	氏名

	所属

	職名


	招へい希望期間

	開始（西暦）
　　　　　年　　　月　　　日
	終了
年　　　月　　　日
	期間
　　　　カ月・　　　日




	外国人招へい研究者について【和文または英文で記入してください】

	氏名　　[FAMILY]              　　       　　　[FIRST]              　　       　　　[MIDDLE] 
　　　　


	生年月日（西暦）

  　　　　　年　　　　月　　　　日
	国籍



	現在の所属・職名



	主な学歴（大学以降）【和文または英文で記入してください】

	学位　

	取得機関（所在国）

	取得年


	
	
	

	
	
	

	
	
	

	主な職歴【和文または英文で記入してください】

	機関名・職名

	期間
～

	
	～

	
	[bookmark: _GoBack]～

	
	～

	
	～

	
	～






	申請額

	
　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　円（５０万円を上限とする）

	招へいに要する経費（内訳）

	
航空賃　　　　　　　　円
	
日当　　　　　　　　　　　　円

宿泊料　　　　　　　　　　　円
	
不足額　　　　　　　　円
※申請額との差額

	招へいの目的・効果【招へい期間中の教育・研究指導、共同研究、講演等、本学における学術研究・教育の進展への寄与等の観点から記述してください】

	








	外国人招へい研究者の来日中の行動日程【本学の滞在日程、他機関滞在・訪問日程等を具体的に記述してください】

	








	外国人招へい研究者の研究業績等【代表的な著書、論文及びその発表誌、発表年、受賞履歴を記入してください】

	













	来日に関する交渉の経過

	候補者との関係

	　☐直接の面識がある
　☐　現在、継続的に共同研究を行っている。
　☐　以前、共同研究を行ったことがある。
　☐　研究室訪問、学会、シンポジウム等で知り合った。
　☐　その他
　☐直接の面識はない
　☐　メール等で継続的に研究成果等のやりとりをしている。
　☐　共同研究者等から照会された。
　☐　申請者が候補者の研究を知り連絡を取った。
　☐　候補者が申請者の研究を知り連絡を取ってきた。
　☐　その他。
（補足説明欄）
　










	招へい計画に関する事前交渉の状況

	　☐　十分行われている。
　☐　ある程度行われている。
　☐　これから行う予定
（来日に関する予備交渉の経過）
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